
はじめに

シャルル6憔治世における

ブルボン公ルイ 2世の動向

国王と諸侯との紐帯に関する一考察

上田耕造

1380年，賢王 leSageと呼ばれたシャルル 5世が死去した後，シャルル 6軋が国王となった。

彼は弱冠 12歳であったため，血統蜆王 princesdu sangciJと呼ばれる叔父達が王権を代行するよ

うになる。すると彼らは国政を私物化し，さらにはシャルル 5世治世に租税として集めた潤沢な

資金に寄生し始める。 1388年に国王シャルル 6世が成人となると，彼はこれまで国政を牛耳っ

てきた叔父達を排除し，栽政を開始する。しかし，わずか4年後の 1392年に国王は精神疾患に

見舞われ政務を握れなくなってしまう。すると，シャルル 6他の弟であるオルレアン公ルイが後

見人になるとともに，排除されていた血統親王らが再び国政の場に姿をあらわし，彼らによる王

国での専権が再開する。その後，彼らはそれぞれの政治的な意図から反目しあうようになり，最

終的にはオルレアン派とブルゴーニュ派に分かれ内戦を繰り広げるようになる (2)0 

以上のように諸侯が国政を左右するシャルル 6世治世は，一般的に王権の発展が阻害された時

代とされてきた (3)。だが，近年では，このような評価に再検討が加えられている。その過程を中

世後期フランスの政治史家であるフランソワーズ・オトラン Fran~oise Autrandがまとめている

ので参考にすると，まず彼は， 1965年にモーリス・レイ MauriceReyが，シャルル 6世治世の

制度面における充実と，行政の有効性を明らかにし，さらに同年，ベルナール・グネ BernardGue-

neeが「近代国家の起源」を求める研究を始めるとともに，この治世の再評価が始まったとして

いる (4)。また彼は再評価の過程において，パリでの人文主義思想の発展や，権力と文化の中心と

しての宮廷の形成， さらには大シスマによるガリカニスムの萌芽などの側面が注目され，その結

果シャルル 6世治世は王国の緩やかな成長期として位置づけられるようになったとしている (5)0 

このような王国の発展が述べられる一方で，シャルル 6世治憔は諸侯領が「国家」的な発展を

遂げる時代とされている。王国発展史観において，諸侯あるいは諸侯領は，後に王権へ吸収され

る消極的な存在としてしか扱われてこなかったわけであるが，エドワール・ペロワ EdouardPer-

royは，このような見解に新たな視点を加える。彼は，諸侯領は王国と同様の統治機関を有し，

王国のミニチュアとして独自の枠組みを保持していたと主張する (6)。そして，この見解を継承し

たアンドレ・ルゲ AndreLeguaiは，先の独自性を持った諸侯領を「諸侯国家」 Etatprincierと定

義しだ7)。以後，諸侯及び諸侯領は中世後期フランスの国制を読み解く重要な指標とされるよう

になり，各諸侯領の司法や行政，財政などに注目する制度史や，郷土意識に焦点を当てた社会史
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の側面から，「諸侯国家」の独自性を追求する地方史研究が興隆し，またその結果，多中心的な

中世後期フランス主国像が描かれるようになる (8)。

以上の研究史上において，「諸侯国家」は王権の対立分子としては扱われていない。ペロワは

この点に関して，諸侯は自らの土地からあがる利益だけでは生計が立たず，王国からの給与と年

金に依存する部分が大きいと述べ，王国に対する財政的依存を主張している (9)。またルゲは，諸

侯は独立を志向することはなく，王国から最大限の利益を引き出すことを主としていたと述べて

いる (JO)。つまり，彼らは王国と「諸候国家」との共存を示唆しており，また両者の関係を，慣

例の封建的紐帯ではなく，国庫への依存，あるいは寄生といった財政的紐帯を中心に語るのであ

る(11)。

そして，上記の「諸侯国家」の例として主に挙げられるのが，ブルゴーニュ公領とブルターニ

ュ公領，そしてブルボン公領である。中でもブルボン公領に関しては，ルゲが 1960年代に精力

的な研究を行い，現在ではオリヴィエ・マッテオーニ OlivierMatteoniがさまざまな視点からの

考察を行っている。彼らの研究を簡単にまとめると，ルゲはブルボン公領が所領を拡大させ，統

治組織を整備し，「ブルボン国家」 EtatBourbonnaisへと成長する過程を，政治史の見解を加えつ

つ描き出している (12)。また，マッテオーニは制度史の視点から，ブルボン公領の中心都市であ

り，公の宮廷が存在するムーランに創設された会計検査院 charnbresdes cornptesや公領顧間会議

conseil ducalの構造，さらには地方のシャテルニー ch机ellenies内の状況までも明らかにし，また

彼はそこで働くオフィシエ officiersの素性をも分析している (13)。

「ブルボン国家」と王国との関係は，ルゲが，ブルボン公領の財政的な甚盤の弱さから，王国

からの寄付金が必要不可欠であった (14)と述べているように，先述の王国に対する財政的な寄

生，あるいは依存が強調される。しかし，財政的紐帯はルゲ自身が，あくまで仮説であり詳細な

研究によって確かめる必要があるとしているように (!5)' シャルル 6世治世における王国の収支

の額と，「ブルボン国家」内におけるそれとを明確に計算し，比較したうえで出された結論では

ない。しかし，「ブルボン国家」と王国とのつながりは，この曖昧な財政的な紐帯に落ち着いた

観があり，その他の紐帯に注目した研究は管見において見当たらない。ゆえに，この点に関して

は未だ考察の余地が残されているといえるであろう。

そこで，本稿では両枠組みの繋がりを考察する視点の一つとして，シャルル 6世治世における

王国の人事に注目する。アラン・デュミュルジェ AlainDernurgerによると，この治世において

王国の人事権は国政を掌握する血統親王らが握っており，また王国の地方役人であるバイイ・セ

ネシャル職では，オルレアン派，ブルゴーニュ派のパリにおける権勢に応じて人員が入れ替えら

れる，猟官制 spoilssystemが行われていたことを示唆している (16)。このような状況下で，当然

国政にたずさわるルイ 2世も王国人事への介入とともに，所領周辺のバイイ・セネシャル職には

自らの家臣を配属するなど，彼独自の派閥を作っていた。つまり，王国での人事権を握るルイ 2

冊は，王国と「ブルボン国家」を繋ぐパイプとしての役割をはたしており，そこにはパイプを通

じて「ブルボン国家」から王国へと向かう人の流れが生じていた。つまり，パイプ役であるルイ

2世の立場を明らかにし，王国の人事におけるルイ 2世の意図を探ることによって，国王とルイ
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2世との紐帯，さらには国王と「ブルボン国家」との繋がりに関する一側面を捉えることができ

るであろう。

以下ではまず，「ブルボン国家」における人事から「ブルボン国家」内部にいる人々の動向を

おさえ，さらにそこにおけるルイ 2世の位置づけを行う。次に，「ブルボン国家」から王国へ移

動する人の流れに注目し，そこにおけるルイ 2世の位置づけと王国人事に対する彼の意図を探っ

ていく。

第一章 「ブルボン国家」内における人事

ルイ 2世は，婚姻政策によって 1374年にフォレ伯領を併合し， 1400年にはボジョレー伯領と

シャトー＝シノン城主支配圏を併合する。さらに彼は同年に，オーヴェルニュ公領の継承権を獲

得することによって，「ブルボン国家」としての枠組みを徐々に作り上げていく (17)。その過程で

「ブルボン国家」内部では，統治組織の整備が進められる。例えば，司法に関してブルボン公

は，まず 1327年に“フランス同輩"pairs de France(islの地位を獲得し，さらに 1344年には上訴

法廷 courd'appelとして全国法廷jourgeneralを創設している。これによってブルボン公領内に

は城主裁判から，バイイ・セネシャル裁判，さらには全国法廷へと移行する上訴の流れが作ら

れ，多くの訴訟は「ブルボン国家」内で解決された。また， 1374年にはムーランに，財務の管

理や監視，会計監査などの財務全般と，文書の保存を扱う会計検査院が創設されている (19)。さ

らに「ブルボン国家」内の行政は，ルイ 2世とその顧間官で構成される公領顧問会議 conseildu-

calで行われ，ブルボネ・バイイ baillide Bourbonnaisが顧問会議における決定事項の実行にあた

っていだ20)。一方，「ブルボン国家」内における地方の管理と統括の役割は，公領内部に多く散

在するシャテルニ の城主 1 . es cap1tames-ch祖elainsによって担われていだバ

このようにして専門機関の創設とともに統治組織が整えられることで，そこで雇われるものた

ちは，「ブルボン国家」を運営する歯車となり，どのような人物を，どこのポストに配属させる

かを決める人事は，「ブルボン国家」にとって非常に重要なポイントとなる。そこで，まずはマ

ッテオーニの研究を参考に，「ブルボン国家」内における人事の特徴を見ておく。

最初に人事のシステムについて確認しておくと，まず任命権であるが，基本的に「ブルボン国

家」内の全官職における任命権は，公であるルイ 2世が掌握している。公が不在の場合は，公の

総代行官が任命権を代行するのであるが，その際においても，公が帰還した後の批准が必要であ

った。そして，任命されたものは公に対して，任務の遂行と忠誠を誓う宣誓を行わなければなら

ない(22)0 

オフィシエの選出は，公と彼の顧問官らが中心となって行った。選考に際して，マッテオーニ

は求められる三つの資質があるとしている。一つ目が知識と判断力 sensであり，二つ目が勤勉

さと専心 diligenceであり，三つ目が忠誠と騎士的精神 loyauteである (23)0 

次に，マッテオーニには上のシステム内で選出されたオフィシエの素性を分析し，いくつかの

傾向を見出しているので，それを見ておく。まず，彼らの出身地域の分析を見てみると，顧問官
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や会計員などの中央官職においては，ブルボネ公領，フォレ公領，ボジョレー公領と「ブルボン

国家」内出身者を中心に，ブルボン公領南部に位置し，後にブルボン公領内へ統合されるオーヴ

ェルニュ公領，さらに公領北部に位置するニヴェルネ伯領といった周辺の領邦から，パリ，ある

いはブルゴーニュ公領などといった王国全休に及び，広く人材が求められている。一方，城主や

シャテルニー内の官職については，中央から派遣されることは少なく，在地のものが就任するこ

とが多い。つまり，城主支配圏内に属する収入役 receveursや役士 sergentsなどの役人は，城主

が選出し，ルイ 2世がそれを承認，任命するという形がとられていた (24)0 

さらに，オフィシエの出身身分の分析を見てみると，尚書長 chanceliersや尚璽官 gardesdes 

sceaux, 顧問官 conseillersなどの行政職，それとバイイや城主などの軍務を主とする官職に関し

ては貴族出身のものが多い。一方，会計検査院のメンバーなどの財務に関する官職，さらに弁護

士 avocatsや検事 procureursなどの司法に関する官職，これらの官職は専門知識を必要とするこ

とから，非貴族層が多く就任する傾向がある (25)。

一方，数々の官職の中で特に，ルイ 2世の忠臣が就任するとされる顧問官の人事においては，

ブルボン公領の南部に位置するオーヴェルニュ公領への支配圏拡大という彼の政治的な意図を読

み取ることができる。元来，オーヴェルニュ公領は，アパナージュ apanage(z6)として国王からベ

リー公に与えられた封土であった。その規定では男系家系の継承者が不在の場合，封土は王国に

返還されるとされていた (27)。そこで，ルイ 2世はまずベリー公ジャンの娘マリー・ド・ベリー

Marie de Berryと，息子のクレルモン伯ジャン Jeande Clermontを結婚させる。次に，ルイ 2世

は家産領である自らの所領を，男系継承者の断絶後に王国へ返還するという交換条件をもとに，

オーヴェルニュ公領は，ベリー公の娘マリーと夫のジャンに残されるとするアパナージュ規定の

変更を獲得する (28)。この変更によって，オーヴェルニュ公領の継承権をルイ 2世は得たのであ

る。継承権の獲得にともない，彼は併合後の支配をスムーズにするため，前もってオーヴェルニ

ュ公領，あるいはブルボン公領との境界線にいる領主とコンタクトをとり，支持を獲得しておこ

うとする。その一手段として顧問官職が利用され，ルイ・ド・モンタギュ Louisde Montaigutや

ギョーム・ド・フォレ Guillaumede Foretなどのオーヴェルニュの有力領主をルイ 2世は積極的

に，この職へ取り込んでいったのである (29)0 

以上のマッテオーニの研究からいえることは，まず「ブルボン国家」内の人事には，ルイ 2世

の裁量と恣意的な判断による部分が大きい点である。このことは，ルイ 2世による任命権の掌握

と，選考基準に忠誠という要素が重視されていることからも見てとれる (30)0 

さらに，「ブルボン国家」内における人事とその特性からいえることは，ルイ 2世を中心とし

た上からのベクトルによる，積極的な「ブルボン国家」形成の動きであろう。中央官職におい

て，広く人材が求められている点や，財政や司法の専門職に関しては能力に応じた人事が行われ

ている点，さらには政治的な意図の絡んだ顧問官職の利用はこの動きを良く表している。そこか

らルイ 2世は「ブルボン国家」形成の主導者であり，内改革者としての立場にあるといえる。

しかし，人事にはもう一つ別のベクトルを考える必要があるだろう。それは官職を求めた「ブ

ルボン国家」内にいる貴族や非貴族側からの動きである。マッテオーニの研究によると，この官
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職の取得には，直接的，あるいは間接的に様々な利点があるとしている。まず，直接的なものと

しては，当然，官職に就いた者には給与として金銭が与えられる。さらには，年金といった形で

特別手当が与えられることもあれば，封土や免税などを含めた様々な特権が与えられることもあ

る。そして，これらの利益をもとに，所領を拡大させるものもいれば，地主化するものもいた。

また官職取得は非貴族にとっては社会的地位の上昇でもあり，貴族に列せられる可能性を含んで

いだ叫

これらの利点を考慮すると，「ブルボン国家」内の人々にとって官職は，生活の安定，あるい

は地位の向上をもたらす魅力的なものであり，そこから官職取得に向かう下からのベクトルが働

いていたと考えられる。つまり，「ブルボン国家」内の人事は，広く人材を求める一方で，貴族

• 非貴族側の官職取得に向かうベクトルによって作られた，一定の枠組みから人材を選出してい

たと考えられるであろう。

では次に，この点を「ブルボン国家」内における貴族の動向から検討し，彼らの視点からルイ

2世の立場を考察する。

第二章 「ブルボン国家」内貴族の動向

王国全体において，中世後期の貴族層は変革の時期にあった。その一つとして旧貴族家門の減

少があげられる。中世後期フランス貴族史の権威であるフィリップ・コンタミンヌ PhilippeCon-

tamineによると，「ブルボン国家」を形成する領邦の一つであるフォレ伯領を例としてとりあ

げ， 1300年から 1400年までの間で， 149あった貴族家門の内 80が消滅し，さらに 1400年から

1500年の間においては，残りの 69のうち 38が消滅するとしている。その理由として彼は，ま

ず戦争での死亡などの生態学的な理由と，不安定な収入に対する浪費の結果，封土を質に入れた

り，売却したりするという経済的な理由をあげている (32)。

その一方で，新興の貴族，すなわち叙任による貴族 l'anoblissementpar lettresや，官職による

貴族 l'anoblissementpar l'officeの台頭が目立つ。コンタミンヌによると，シャルル 5世治世には

323枚，シャルル 6世治世には 527枚の騎士叙任状が出され，ブルジョワなどの非貴族が新しく

貴族となっている。また，法の専門家であるレジスト registも官職の取得とともに貴族に列せら

れている (33)0 

このような新興貴族の台頭は，統治機関の専門分化により専門知識を持ったものが重宝された

結果であった。そして，この傾向は「ブルボン国家」内部においても顕著に見られる。例えばマ

ッテオーニは，貴族層出身者が8割を占めていた顧問官職において， 1390年から 1410年の間に

は行政や財政，あるいは法学の能力を持ったブルジョワや法学者，学位取得者などの非貴族層が

多く選出されるようになり，貴族層は全体のおよそ半分に減少してしまうと述べている (34)。

以上のような，生活面における貧窮と，社会面における役割の低下によって衰退傾向にある

「ブルボン国家」内の旧貴族らが，それを補うために起こす行動とはどのようなものであろう

か。その一つとして考えられるのが軍事遠征への参加である。 14世紀後半はフランス王国各地
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において，イングランド軍との戦闘が続く世の中であった。そして，ルイ 2世の動向を詳細に記

した『ブルボン公ルイ 2世年代記』によると，彼は生涯を通して，北のフランドルから南のギュ

イエンヌまでフランス王国各地の戦闘に参加しており，さらには神聖ローマ帝国の地や，スペイ

ン，アフリカまで軍事遠征を行っている (35)。すなわち，軍事面においては，彼らの活躍する場

所がまだ多く残されていたといえる。

さらに先の年代記には，各軍事遠征に参加した人物名が記されており，合計97名もの参加者

を数え上げることができる。そして，この 97名をマッテオーニが数え上げた，ルイ 2世治世に

おける 92名の顧問官と照らし合わせてみると， 31名が軍事遠征の参加者であることが分か

る(36)。そして，この 31名の出身地，身分・役職，軍事歴，さらに顧問官就任年を併せたものが

表 lである。

この表を見てみると， 1374年，すなわちムーランに会計検査院が創設され，さらにフォレ伯

領が併合されることによって，「ブルボン国家」への成長が始まるこの年を境として，以前と以

後の二つのグループに分けることができる。まず 1374年以前のグループに注目してみると， 15

名が 1366年前後に顧問官へ就任していることがわかる。そして，彼らの出身地と，身分に注目

してみると，ほとんどのものがブルボン公領出身であり，また貴族身分である。この傾向は， 1366

年前後におけるブルボン公領の状態を表している。

1366年以前，ブルボン公領は，内部に多くの有力貴族が独自の支配圏を保持する，いわば分

散的な形態であった。さらに， 1360年イングランド軍との戦闘に敗れたルイ 2世が6年間敵軍

の捕虜となると，公領内の多くの土地がイングランド軍に奪われてしまう。しかし， 1366年，

ルイ 2世が身代金の支払と引き換えに開放され公領に戻ると，公領内にいるイングランド軍を駆

逐し，領地を奪還しようとする (37)。そこで必要だったのが，ブルボン公領内にいる有力貴族と

の協力であった。つまり，この年の前後にブルボン公領出身者で貴族身分のものが顧問官に多い

のは，ルイ 2世が彼らと提携するために顧問官職を利用したからである。

次に 1374年以降のグループに注目すると， 16名の顧問官就任者の内， 15名が軍事遠征の参加

後に顧問官に就任している。さらにこの時期になると，貴族だけでなく身分の低いものが軍事遠

征の経験を経て，顧問官に就任するケースも見られるようになる。例えば，タション・ド・グレ

ネTachonde Gleneは，平騎士 ecuyer身分から顧問官へと昇進した人物である。彼は， 1382年

フランドル地方における都市の反乱を鎮圧するために行われた，ローズベクの戦いで初めて軍事

遠征に同行し，その後，ブルボネ・バイイの職に就くことになる (38)。この職は，先述のように

顧問会議における決定事項を実行する役割だけではなく，軍事的には元帥 marechalの役割も兼

ねていた (39)。ゆえに，彼はここでひとつの昇進を果たしたといえる。さらに， 1385年には，ギ

ュイエンヌ地方への遠征に参加する。この軍事遠征は，ルイ 2世が，イングランド軍の討伐を主

な役割とする国王総代行官 lieutenantde general du roiに任命されて行ったものであった。ルイ 2

世はポワトゥーから，タイユブール，ブール＝シャラン，ファー，モンレアン，ベルトゥイユへ

と軍を進め，各都市を攻囲し，解放していく。その中でもタションは，ギュイエンヌ遠征の要所

であるタイユブール，ベルトゥイユ攻囲戦に参加している (40)。そして，以上の軍事遠征を経験
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表 1 ブルボン公領内貴族の経歴
顧問官 出身地域 身分役職 1357 1362 1363 1366 1367 1368 1370 1374 1375 1376 1382 1384 1385 1386 1387 

1 Girard de 
Bourbon 

Bourbonnais chevalier 顧(-問137官就9)任 第イ一ン遠回征スペ

2 Lordin de Bourbonnais chevalier 顧問官就任
黄士黄士金金団団I!)I!)盾盾騎騎

領偵釘ププしカ●招解ルルレ放ポ放故ポボ可軍軍ンンン公公公

Saligny 

3 Guichard Bourbonnais chevalier 
顧願(H-問問137m宜官就就8l) 任任

ベェ解ル放ペルシ 第イ一ン遠回征スペ ローズベク イド上ン陸グ作ラ戦ンDauohian の戦い
4 Goussaut de Bourbonnais chevalier Thourv 

5 CPhiholioart ppe 不明 不明 顧問官就任 オ―ー遠ヴ征ェル ローズベク ギヌ遠ュ征イエン
―ユ の戦い

6 RBeresgnsaoulld es de Bourbonnais chevalier 願問官就任

7 Guillaume 
Damas 

Bourbonnais sire 顧問官就任 領ブ解ル放ボ軍ン公

8 comte de 
Marche 

Marche comte 顧問官就任 第イ一ン遠回征スペ

， Jean de batard Bourbonnais sire 
顧顧((--問問13713官官76就3就)) 任任

●領領釘ププブ陪妍●問ルルル放●ポボボ放育●● 箪就ンンノ公公公， If 

Bourbon 

IO JDeean morde et 不明 chevalier 

11 de HenMri ontaAiygdut in Bourbonnais chevalier 黄士金団の盾騎 パー

12 CH凪ugtueeluss de Bourbonnais sire 
黄士黄士金金団団のの盾盾騎騎

顧問官就任 イド上ン陸グ作ラ戦ン

13 JGerian ffidee r Bourbonnais sire 願問官就任

14 Bertrand de 不明 chevaher 

顧顧H(-問問13官官377 6就就1) ) 任任
イド上ン陸グ作ラ戦ンLa Tour 

15 Guillaume de 不明 不明 征サヴォワ遠
Chalancon 

16 CHharaneleess t de 不明 不明 顧問官就任

17 RReogvne aud de 不明
chambellan ギヌ遠ュ征イエン 顧問官就任chevalier 

18 Gla uMilloatute me de 不明 不明 士黄金団の盾騎 願問官就任

Jean de 
ecchueyvearli→ er 士黄金団の盾騎 領プ解ル放ボ軍ン公

リム旦ーザ 征―シ-ワ遠，ユャ征サン速パ.ヴ土ーォ オ―ー遠ヴ征ェル 第イ一ン遠回征スペ ローズベク イド上ン陸グ作ラ戦ン ギヌ遠ュ征イエン 第イ二ン遠匝征スペ19 Chfiteaumo- Bourbonnais ン，ト
rand ゥー ーユ の戦い

m砥cha!
ローズベク

イド上ン陸グ作ラ戦ン ギヌ遠ュ征イエン20 Blain Loup 不明 bailli de 
の戦いBourbonnais 

21 GMuoillntraeuvmee l de Auvergne sire オ―ー遠ヴ征ェル
—ユ

22 Tachon de 
bailli de 

[]ーズベク ギヌ遠ュ征イエン不明 Bourbonnaise 
の戦いGlene 

ecuver→ chevalier 
23 sire de Bougogne sire 

第イ一ン遠遠回回征征ススペペCh皿 uil

24 Le VeaBuocre gne de Bourbonnais chevalier 士黄金団の盾騎 シ―ャ遠ンパ征ー オ―ー遠ヴ征ェル ギヌ遠ュ征イエン り：—ユ ―ユ

25 Pl'hEisliobienrt asdse e Auvergne sire 

26 Robert de 不明 chevalier ローズベク

ギキヌヌ.遠遠ュュ征征イイエエンン
Chalus の戦い
27 Guillaume de Auvergne chevalier 第イ一ン遠回征スペla Foret 

28 Jean de Auvergne chevalier 征サヴォワ遠 オ―ー遠ヴ征ェル

イイイイドドドド上ンンンントt1艮●●グ●陸ダググ作竹作う9作ララ毅● ● ● ンンンン

Bonnebaut -—ユ

29 Robert de 不明 ecuyer→ chevalier ォ--~ヴェル ローズベク

ギヌキヌ遠遠ュュ征征イイエエンン
Vendat ―ユ の戦い

30 Gauvain 不明 ecuyer→ chevalier オル ロズベク
Michaille ―ユ の戦い

31 JSeaian ntd-Prie est 不明 chevalier 征サヴォワ遠 ロズベク
の戦い

Matteoni, Olivier, {Entre fidelite et competence.Les conseillers du due Louis II de Bourbon (1356—1410) >, R. Stein ed., Powerbrokers in the late middle ages, Les courtiers du pouvoir au bas moyen-iige, Turnhout, 2001, pp. 177-198, 
A.-M. Chazaud, La chronique du bon due Loys de Bourbon, Paris, 1876, M. Huillard-Br珈 lies,Titres de la maison ducal de la Bourbon, t. I, II, Paris, 1867-1882より発表者作成

1390 1395 1396 1400 1406 1409 

征アフリカ遠

征アフリカ遠

征アフリカ遠

征アフリカ遠

征アフリカ遠

征アフリカ遠 顧H問官41就0)任

征アフリカ遠 顧H問4官09就)任

顧(-問14官0就8)任

顧問官就任

願問官就任

願問官就任

征アフリカ遠 顧(-問14官0就9)任

願問官就任

顧(-問14官10就)任

雁問官就任

征アフリカ遠 願問宜就任

征アフリカ遠 願問官就任

征アフリカ遠 順問官就任



した後の 1396年に，彼は顧問官職への昇進を果たすのである(41)0 

ゴヴァン・ミシェル GauvainMichailleもまた，グルネと同じ平騎士の身分から顧問官に昇進

した人物である。彼がルイ 2世の軍事遠征に初めて同行したのは， 1375年のオーヴェルニュ遠

征である。この遠征は，ポワティエでの敗戦後，イングランド軍に占拠されていたオーヴェルニ

ュ地方の諸都市を奪回するために，シャルル 5世の命令のもとベリー公ジャンとともに行ったも

のであった。その中でゴヴァンは，オーヴェルニュにおけるイングランド軍の拠点であるロシェ

・サンドワール攻囲に参加している。その後は，タションと同様に 1382年にはローズベクの戦

いに， 1385年にはギュイエンヌ遠征に同行している。それに加えゴヴァンは， 1384年にブルゴ

ーニュ公フィリップを中心として行われたイングランドヘの侵攻や，さらに 1390年には，十字

軍を掲げて行われたアフリカ遠征にも参加するなど数々の軍事遠征に参加している (42)。その過

程で彼は平騎士から騎士へと昇格し，さらに 1406年には顧間官へと就任するのである(43)0 

彼らのように，平騎士の身分から顧問官職へと成り上がったものもいれば，宮内職から軍事遠

征の参加を経て顧問官職へと昇進したものもいる。ルノー・ド・ロワ Regnaudde Royeは1384

年において侍従 chambellanの職に就いていた(44)。その後， 1385年のギュイエンヌ遠征を経験し

た後(45¥ 1386年顧問官に就任している(46)。さらに彼は 1389年に，公からクレルモン伯領内にあ

るミリィーのシャテルニーが与えられ， 1392年にはそれを世襲のものとする令状を受け取って

いる (47)。つまり，彼は軍事遠征の参加から，顧問官への昇進だけでなく，封土をも得ることに

なったのである。

また，ブラン・ルー BlainLoupは，元帥として 1382年のローズベクの戦いから， 1390年の

アフリカ遠征まで，数々の軍事遠征に参加し(4S)'1396年には顧問官に就任する(49)。さらに彼

は， 1398年からはブルボネ・バイイの職も兼任しており，シャテルニーからの上訴を処理する

裁判官としての役割や，ブルゴーニュ公領との境界線における争いの交渉などの役割も果たして

いた (50)0 

以上から， 1380年以降におけるルイ 2世の軍事遠征への同行は，顧問官就任への一手段であ

ったと考えられる。というのも，第一章で確認したように，顧問官の人事には公に対する忠誠心

や親近性が基準とされており，軍事遠征の参加はルイ 2世とのそれを深める，一つの場所であっ

たからである。すると，彼らの軍事遠征への参加は，ルイ 2世に対する封建義務からくる軍事奉

仕ではなく，官職を求めた貴族層からの積極的な動向，すなわち，背後にある顧問官就任を考慮

に入れた一つの“就職活動”であったと考えられる。そして，官職取得を求める動向が，軍事遠

征参加者という一つの枠組みを創り出し，ルイ 2世はその中から恣意的な判断によって顧問官を

選出していたのである。以上を考慮すると，「ブルボン国家」の人事において，ルイ 2世は人材

を引きつける，いわば求心点であったといえる。

第三奎 王国の人事とルイ 2世の地位

ルイ 2世を中心として集まった「ブルボン国家」内の貴族や非貴族の中には，王国での人事権
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表 2 「ブルボン国家」出身者の王国での役職

ブルボン公領出身者 「ブルボン国家」での経歴 1389 1390 1392 1391 1397 1398 1399 1400 1401 1403 1404 1405 1408 1409 1410 

Jean de 表l • 顧問官 ［愛の宮廷」 • リヨンセネシ
1 Ch紅eaumorand 1409: ヴィシーに同伴 • 侍従 ャル

・マコンバイイ

Guillaume de 表l 侍従 ボーケール ドーフ 「愛の宮廷J ボーケール ニームの ボーケールセネ
2 Montrevel (dit !'Her- セネシャル ィネの セネシャル 城主 シャル
mite de la Faye) の代行官 総督

Guichard d'Urfe 1408: ルイ 2戦の顧問官 ケルシ
3 1409: ヴィシーに同伴 ーセネ

シャル

J(edait n Bdoe uMciecianugtr) e 
1382: ローズベクの戦い 元帥 「愛の宮廷」 ジェンヌの

4 1385: ギュイエンヌ遠征 総督
1390: アフリカ遠征

5 
Jean de Rieux 1373: ブルボン公の宮廷 元帥 「愛の宮廷」

に参入

Guillaume Foucault 1370: ベルペルシェ解放 • 国王金庫 ・「愛の宮廷」

6 
(dit le Borgne) ブルボン家中の平騎士 の管理者 • 国王の近侍

• 国庫の管
理者

7 
Jean de Bonnebaut 表l ルエルグセ 国王の侍従

ネシャル

8 
Guichard Dauphin 表l ［愛の宮廷J • 顧侍問官 王家大

1409: ヴィシーに同伴 • 従 番頭
Pierre de Nourry 1360: ルイ 2世の罷問官 ・「愛の宮廷J， 1374: ブルボン公総代行 ・ 顕問官

官

10 
Louis Aycelin de Montaigut家 「愛の宮廷」 侍従
Montaigut 

Robert de Chalus 表l カルカソン 侍従
11 ヌセネシャ

ル

Bozzolo, Carla et Loyau, H蜘ne,La cour amoureuse dite de Charles VI, Paris, 1982-1992, Demurger, Alain, 〈Guerrecivile et changements du personnel administratif dans le royaume de France de 1400 a 1418; l'exemple 
des baillis et senechaux〉,Francia, N°6, 1978, pp. 151-298より発表者作成



を握るルイ 2世を通じて王国の官職へと就任するものもいる。その一部と，彼らが王国内で就任

する官職を表したものが表2である。 11名の人物があげられるのであるが，彼らの官職就任の

過程にはルイ 2世の様々な意図が含まれている。例えばバイイ・セネシャル職における人事で

は，彼のオーヴェルニュ確保への意図を明確に垣間見ることができる。

オルレアン派とブルゴーニュ派が大半のバイイ・セネシャル職を占有する中で，ルイ 2世はオ

ーヴェルニュの南に位置する，ケルシーセネシャルとルエルグセネシャル管区を確保していた。

両セネシャル管区は，オーヴェルニュヘと支配圏の拡大を目指す）レイ 2世にとって，押さえてお

きたい要所であった。そこに，彼は自らの忠臣を配備する。

まず，ルエルグセネシャルにはジャ‘／・ド・ホ不ボー Jeande Bonnebautが 1399年から 1411

年まで就任している (51)。彼は， 1374年のオーヴェルニュ遠征や， 1385年のイングランド侵攻で

活躍しており (52), 後にはルイ 2世の顧問官にも就任している (53)。さらに 1409年）レイ 2世が4名

の付添い人を引き連れて，ヴィシーで隠遁生活をおくるのであるが，その一人としてボネボーは

彼に同伴している (54)。このことからもボネボーは，ルイ 2世とは非常に近しい関係にあったと

考えられる。

次に，ケルシーセネシャルにはギシャール・ドゥルフ Guichardd'Urfeが 1392年から 1409年

まで就任している (55)。彼は，ルイ 2世の軍事遠征に参加した経歴はないのであるが， 1408年に

はルイ 2世の顧問官に就任し (56), さらに 1409年にはヴィシーの同伴を務めている (57)0 

バイイ・セネシャル職の役割は，デュミュルジェによると，管区内における軍隊の招集や，管

区の防衛といった軍事の役割と，中央との連絡役，あるいは地方の監視など政治的な役割も担っ

ていだ叫すなわち，ルイ 2世は彼ら通してこの管区をコントロールし，オーヴェルニュ支配

の確立と，さらには支配圏の拡大を目論んでいたのである。

以上の地方官職に加え，ルイ 2世はさらに，中央の官職にもいくらかの人員を送り込んでい

る。その一人としてあげられるのがギシャール ドーファ/Guichard Dauphinである。彼は，

軍事面においてルイ 2世とともに多くの遠征に参加し (59), 行政面では顧問官として活躍した人

物である (60)。「ブルボン国家」内での活躍の後に，彼は 1408年に国王の顧問官 conseillersde roi 

へ就任し，さらに 1409年には，王家の家政を預かる実務官僚のポストであり，王家役人全員の職

務を監視し，出納をコントロールする，王家大番頭 Grand-maitrede l'Hotel du roiに就任する (61)0 

ピエール・ド・ヌリ Pierrede N ourryは，ルイ 2世不在時に，代行官 lieutenantgeneral du due 

を務め，「ブルボン国家」形成の土台となるムーランの会計検査院創設の指揮をとるなど，内政

に関してあらゆる面で活躍した人物である (62)。彼もまた， ドーファンと同様に 1400年に王国顧

問官に就任している (63)。

ギョーム・ド・フーコー Guillaumede Foucaultはブルボン家の侍従であった (64)。彼は 1370年

にルイ 2世が行ったベルペルシェ解放の戦闘に参加している。これは，ルイ 2世の姉であり，シ

ャルル 5世の妻でもあるジャンヌが，ベルペルシェでイングランド軍に包囲されているのを救出

するために行ったものであった (65)。その後 1399年からは王国金庫 coffredu roiと国庫 epargne

の管理者となっている (66)0 
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さらに，ルイ 2世は宮内職，あるいは軍事職にもコネクションを持つ。例えばロベール・ド・

シャルー Robertde Chalusは，ローズベクの戦いや，ギュイエンヌ遠征などの軍事遠征に参加

し(6?)'1400年にはルイ 2世の顧問官へ就任した人物である(68)。その後， 1403年からはカルカソ

ンヌのセネシャルに就任し，翌年の 1404年には王国の侍従となっている(69)0 

、土ギョーム・ド・モント―ヴェル Guillaumede Montrevelもシャルーと同様，オーヴェルニフ ユ追

征に始まり 1385年のギュイエンヌ遠征まで，数々の軍事遠征を経験した後(?O)'1395年にはルイ

2世の顧問官に就任している(71)。そして， 1389年には王国の顧問官兼，侍従となり，さらにボ

ーケールのセネシャルやニームの城主にも就任している (72)。その他， 1373年からブルボン公領

宮廷のメンバーであったジャン・ド・ルー Jeande Rieuxは， 1397年から 1411年の間にフラン

ス王国の元帥 marechalde Franceに就任している (73)。

また，宮廷の一機関である「愛の宮廷」 lacour amoureuseに焦点を当ててみると，ルイ 2世は

この機関にいくらかの人員を送り込む。この機関に関して，ヨハン・ホイジンガは，謙譲と誠実

の徳を本に，ルイ 2世とブルゴーニュ公フィリップが協同で創設した文学サロンであり，所属す

る人間は宮廷全官職の模範であったとしている (74)。すなわち，あまり実用性はないが，王国内

における社会的な地位は高かったといえる。

そこに所属するものとして，まずあげられるのがジャン ・ト・シャトーモラン Jeande Chateau-

morandである。彼は 1366年にブルボン公領内に支配図を獲得していたイングランド軍を攻撃す

る際に創設された「黄金の盾騎士団」 ordrede Ecu d'orの一員となって以来，ルイ 2世が行った

数々の軍事遠征に参加し，その中でイングランド軍との交渉人としても活躍していた(75)。その

後， 1395年にはルイ 2世の顧問官にも任命され，行政面においても活躍するようになる(76)。さ

らに 1409年には，ルイ 2世のヴィシーにおける隠遁生活にも同伴している(77)。このように，常

にルイ 2世とともに行動していたシャトーモランは， 1400年の，「愛の宮廷」創設とともにこの

職へ就任する(78)。また，「愛の宮廷」には他にも，先述のドーファンやヌリ，フーコーなども名

を連ねる(79)0 

以上のように，ルイ 2世は，自らのコネクションを生かし，王国中央の官職へ「ブルボン国

家」内のものを送り込むのである。これらの人々は，軍事遠征の記録や，行政や財政への関与，

さらにはルイ 2世との生活面における関係から，彼と親近性の高い忠臣たちであった。

さらに，これらの人事におけるルイ 2世の意図としては，もちろん，彼の忠臣を通した国政へ

の介入という側面もあるだろう。そのために，顧問官や，王家大番頭といった行政や財政の要職

に人材を送り込んでいる。しかし，ルイ 2世にとって王国官職における人事権の掌握は，政治的

なものだけではなかった。それは，「ブルボン国家」内の人々を惹きつける求心力の源に関わ

る。

王国内における官職の取得は，「ブルボン国家」内の貴族や非貴族にとって，給与といった経

済的側面や，地位の上昇といった社会的側面においても，非常に魅力的なものであり，さらなる

昇進の場所であった。金銭面において，マッテオーニは，「ブルボン国家」内の会計役人の給与

と，他の領邦やフランス王国における同職のそれとの比較から，その少なさを強調し，またその
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理由として彼はブルボン公領自体の貧しさを述べている (80)。つまり，経済的な魅力に欠けるル

イ2世にとって，彼らを惹きつける最大の魅力は，この王国とのコネクションにあったと考えら

れるであろう。そのため，ルイ 2世は，ブルゴーニュ公フィリップとともに，実用性の少ない

「愛の宮廷」を創設し，「ブルボン国家」内の人々に対する昇進の道を切り開いたのである。つま

り，ルイ 2世が行った王国人事への介入は，政治的な意図とともに，「ブルボン国家」内におけ

る貴族や非貴族の状況を踏まえたものでもあった。

以上から，「ブルボン国家」と王国は，ルイ 2世というパイプによって繋がっており，そこに

は一つの昇進の道と，人の流れが作られていたといえる。また，その人の流れにはルイ 2世の政

治的な意図が含まれているとともに，流れを生み出す王国官職へのコネクションは彼の持つ求心

カの源であった。すると，ルイ 2戦にとって国政と人事に携わることができる，王国でも最上の

身分であり続けることぱ必要不可欠であり，彼自身がこの王国における身分に執着していたとと

らえることができるであろう。つまり，ルイ 2世の王国における身分への依存が，彼自身と王国

とを繋ぐ一つの紐帯であり，さらにはこのルイ 2世の王国における身分が「ブルボン国家」を王

国へと結びつけていたのである。

おわりに

「ブルボン国家」内で統治組織が整備されることによって，フランス王国内には地方のレベル

から王国のレベルまで，徐々に官職の網の目が張り巡らされ，ひとつの昇進の道が築かれる。こ

のような官僚制に向かう制度面の充実に対して，内実は，人事において個人的な繋がりが重視さ

れることからも分かるように，家産的な部分を多く残す，いわば混沌とした状態であった。マッ

クス・ヴェーバー MaxWeberはこの状況を，身分制国家から官僚制の普及に向かう過程で起こ

る，「家産制の復興」と述べ，また家産制はフランス革命に至るまで支配的な形態として維持さ

れると述べている (81)。つまり，人事の側面において，ルイ 2世を中心とした人的ネットワーク

が形成されるとするこの事例は，ヴェーバーの提示する社会の変化を具に表している。また，ル

イ2世がこのようなネットワークを築き上げるシャルル 6世治世は，これから拡大していく家産

制の初段であったといえるであろう。

また，以上のような時代背景の中で，人々は様々なレベルにおいて，徐々に官職をもとにした

身分に執着するようになる。例えばルイ 2世は，「ブルボン国家」内の人々を統率し，宗主とし

ての立場にあり続けるため，国政や王国の人事において自らの意図を反映させることのできる身

分を必要としていた。また「ブルボン国家」内にいる人々においても，官職をもとにした身分が

必要となりつつあった。まず経済的に衰退の過程にある旧貴族層においては，官職の取得による

有給役人としての身分の確保は，財政的な安定と充実をもたらす。そこで彼らは，身体の危険を

冒してまで軍事遠征に参加し，活躍することでルイ 2世との親近性を深め，「ブルボン国家」内

での顧問官や元帥といった官職への任命，さらには王国内における官職への昇進を待つのであ

る。また非貴族層においての官職取得は，貴族身分の取得にも繋がり，その結果，免税などの特
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権をも得ることができる。

「ブルボン国家」内の人々における身分への依存，そしてルイ 2世の王国におけるそれ，地方

史研究から多中心的な中世後期のフランス像が導き出される現在の研究状況のなかで，「ブルボ

ン国家」の事例は，人々が地方から王国へ向かう一つの動向を指し示している。さらに，中世後

期フランスを「近代国家の形成」という上からの視点で捉える傾向に対しては，地方から国家を

求める下からの動きをもあらわしているともいえるであろう。

このように，ブルボン公ルイ 2世の事例からは，シャルル 6世治世における社会の変遷と，国

家形成に対する地方からの動向を読み取ることができる。しかし，「ブルボン国家」は，経済的

に貧弱であり，王国に対する依存が比較的大きい「諸侯国家」である。つまり，「ブルゴーニュ

国家」や，「ブルターニュ国家」では経済や社会など，あらゆる側面において「ブルボン国家」

とは異なり，その関係もまた千差万別である。シャルル 6世治世，ひいては中世後期フランスの

国制を解明するには，その多様な関係を一つ一つ解きほぐしていく必要がある。今後の課題とし

たい。
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